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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第３四半期連結
累計期間

第57期
第３四半期連結
会計期間

第56期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年12月31日

自平成20年10月１日
至平成20年12月31日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（百万円） 87,915 30,731 119,176

経常利益（百万円） 4,625 2,002 6,683

四半期（当期）純利益（百万円） 2,541 1,061 1,696

純資産額（百万円） － 115,597 116,714

総資産額（百万円） － 134,320 135,656

１株当たり純資産額（円） － 2,880.96 2,908.45

１株当たり四半期（当期）純利益金額
（円）

63.34 26.45 42.27

潜在株式調整後１株当たり四半期（当
期）純利益金額（円）

－ － －

自己資本比率（％） － 86.1 86.0

営業活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

590 － 8,936

投資活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

290 － △196

財務活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

△3,034 － △3,045

現金及び現金同等物の四半期末（期
末）残高（百万円）

－ 16,208 18,176

従業員数（人） － 1,355 1,158

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

　      ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。
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２【事業の内容】
　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

 

３【関係会社の状況】
　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】
(１）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 1,355(143)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載して

おります。

 

(２）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 1,086(111)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。 
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】
（１）仕入実績

当第３四半期連結会計期間の仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

インテリア事業 （百万円） 20,132

エクステリア事業 （百万円） 2,895

その他の事業 （百万円） 598

合計 （百万円） 23,626

（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

（２）販売実績

当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

インテリア事業 （百万円） 26,514

エクステリア事業 （百万円） 3,371

その他の事業 （百万円） 845

合計 （百万円） 30,731

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３．総販売実績の10％以上の割合を占める主要な取引先はありません。 
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２【経営上の重要な契約等】
当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】
　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

（１）業績の状況　

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、景気の世界的後退が鮮明となり、加えて急激な円高に　よる

企業収益の激減、雇用情勢も急速に悪化するなど混迷の度合いを深めました。住宅市場では、改正建築基準法施

行後の新設住宅着工戸数減少に改善傾向が見られたものの、景気後退で再び低水準となり、当社グループを取り

巻く環境は引続き厳しい状況で推移しました。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高30,731百万円、営業利益1,922百万円、経常利益

2,002百万円、四半期純利益1,061百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

（インテリア事業）

　壁装材につきましては、10月に高病原性鳥インフルエンザなどのウィルスを不活化し、ホルムアルデヒド　など

シックハウス症候群の原因とされる物質を吸着分解する機能が注目される漆喰（しっくい）を使用した　壁紙

の見本帳「漆喰壁紙」と装飾用硬質塩ビタックシートの見本帳「リアテック Vol.６」を発行しました。

　カーテンにつきましては、11月に教育、公共施設や医療福祉施設などに最適な全点防炎品の見本帳「コントラ

クトカーテン Vol.６」を発行しました。

　その他既発行の見本帳収録商品の拡販にも努めた結果、インテリア事業における売上高は26,514百万円、営業

利益は1,956百万円となりました。

（エクステリア事業）

　子会社株式会社サングリーンは、営業基盤拡大の実現、新規顧客の開拓を図るとともに、地道な営業活動を積み

重ね、エクステリア事業における売上高は3,371百万円、営業利益は73百万円となりました。　

（その他の事業）

　照明器具販売事業では、販売の新たな柱として、Ｚライトを含む取り扱い商品のすべてを網羅した「総合カタ

ログ」を10月に発刊。11月には住宅向けのスタイリッシュな商品を厳選した「デザインライティング セレク

ション」を発刊し、これらの販売に努めた結果、売上高は845百万円、営業損失は107百万円となりました。 

  

（２）キャッシュ・フローの状況　

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、16,208百万円となりま

した。

　　　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は2,398百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益を1,916百

万円計上したことによる収入などがあったものの、売上債権の増加額2,760百万円及び法人税等の支払額1,166

百万円などを反映したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は755百万円となりました。これは主に、定期預金の純増額409百万円及び有形固

定資産、無形固定資産の取得による支出339百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は1,515百万円となりました。これは主に、配当金の支払額1,506百万円によるも

のであります。　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における研究開発費は、32百万円であります。

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【設備の状況】

（１）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

（２）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】
（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）
普通株式 159,000,000

計 159,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成20年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成21年２月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 42,188,240 42,188,240
東京証券取引所
名古屋証券取引所
各市場第一部

権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であり、単元株式数
は100株であります。

計 42,188,240 42,188,240 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日　
－ 42,188 － 13,616 － 20,005

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

 

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在
区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － ― ―
議決権制限株式（自己株式等） － ― ―
議決権制限株式（その他） － － ―
完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   2,061,300― 単元株式数100株
完全議決権株式（その他） 普通株式  40,095,800 400,935同上
単元未満株式 普通株式      31,140― ―
発行済株式総数 42,188,240 ― ―
総株主の議決権 ― 400,935 ―

　（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」は、全て当社所有の自己株式であります。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,300株含まれております。

　なお、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数23個が含まれておりません。

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社サンゲツ
名古屋市西区幅下
一丁目４番１号

2,061,300 － 2,061,300 4.88

計 ― 2,061,300 － 2,061,300 4.88

　（注）　当第３四半期末（平成20年12月31日）の自己株式は、2,063,600株（発行済株式総数に対する所有株式数の

割合4.89％）となっています。

 

２【株価の推移】
【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 2,2802,0451,9451,9612,0502,0602,0202,1652,125

最低（円） 2,0201,8501,8101,8201,8711,7101,3051,9101,948

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】
　前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

常務取締役 東京店長 取締役 東京店長 日 比  東 三 平成20年６月26日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日か

ら平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,276 17,727

受取手形及び売掛金 ※3
 41,701 42,116

有価証券 20,519 16,503

商品 9,816 7,203

貯蔵品 1,142 926

その他 1,213 1,027

貸倒引当金 △582 △814

流動資産合計 87,087 84,690

固定資産

有形固定資産

土地 18,547 18,402

その他（純額） 10,465 10,464

有形固定資産合計 ※1
 29,012

※1
 28,866

無形固定資産

のれん 275 392

その他 925 888

無形固定資産合計 1,200 1,281

投資その他の資産

投資有価証券 3,024 7,232

その他 15,603 14,966

貸倒引当金 △1,608 △1,381

投資その他の資産合計 17,019 20,817

固定資産合計 47,232 50,965

資産合計 134,320 135,656
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 12,179 11,351

1年内返済予定の長期借入金 21 21

未払法人税等 762 1,705

賞与引当金 451 869

その他 1,930 1,971

流動負債合計 15,345 15,919

固定負債

長期借入金 211 227

退職給付引当金 1,925 1,484

役員退職慰労引当金 74 1,126

長期未払金 952 －

その他 212 185

固定負債合計 3,377 3,022

負債合計 18,722 18,941

純資産の部

株主資本

資本金 13,616 13,616

資本剰余金 20,005 20,005

利益剰余金 85,304 85,772

自己株式 △3,874 △3,864

株主資本合計 115,052 115,529

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 544 1,184

評価・換算差額等合計 544 1,184

純資産合計 115,597 116,714

負債純資産合計 134,320 135,656

EDINET提出書類

株式会社サンゲツ(E03071)

四半期報告書

11/22



（２）【四半期連結損益計算書】
　　【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 87,915

売上原価 64,145

売上総利益 23,769

販売費及び一般管理費 ※
 19,399

営業利益 4,370

営業外収益

受取利息 130

受取配当金 46

不動産賃貸料 29

その他 83

営業外収益合計 291

営業外費用

支払利息 2

不動産賃貸費用 10

為替差損 16

その他 6

営業外費用合計 36

経常利益 4,625

特別利益

固定資産売却益 7

投資有価証券売却益 13

特別利益合計 20

特別損失

固定資産売却損 11

固定資産除却損 7

投資有価証券評価損 75

抱合せ株式消滅差損 37

その他 1

特別損失合計 133

税金等調整前四半期純利益 4,512

法人税、住民税及び事業税 1,834

法人税等調整額 139

法人税等合計 1,973

少数株主損失（△） △3

四半期純利益 2,541
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 30,731

売上原価 22,203

売上総利益 8,527

販売費及び一般管理費 ※
 6,605

営業利益 1,922

営業外収益

受取利息 45

受取配当金 18

不動産賃貸料 9

その他 19

営業外収益合計 94

営業外費用

支払利息 0

不動産賃貸費用 3

為替差損 5

その他 4

営業外費用合計 14

経常利益 2,002

特別利益

固定資産売却益 0

特別利益合計 0

特別損失

固定資産売却損 9

固定資産除却損 2

投資有価証券評価損 73

その他 0

特別損失合計 86

税金等調整前四半期純利益 1,916

法人税、住民税及び事業税 734

法人税等調整額 120

法人税等合計 855

四半期純利益 1,061
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,512

減価償却費 1,107

のれん償却額 128

抱合せ株式消滅差損益（△は益） 37

貸倒引当金の増減額（△は減少） △24

賞与引当金の増減額（△は減少） △446

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,104

受取利息及び受取配当金 △177

支払利息 2

売上債権の増減額（△は増加） 1,189

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,376

仕入債務の増減額（△は減少） 7

長期未払金の増減額（△は減少） 952

その他 △639

小計 3,170

利息及び配当金の受取額 167

利息の支払額 △2

法人税等の支払額 △2,744

営業活動によるキャッシュ・フロー 590

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,628

定期預金の払戻による収入 1,133

有価証券の償還による収入 3,000

有形固定資産の取得による支出 △758

無形固定資産の取得による支出 △240

投資有価証券の取得による支出 △11,039

投資有価証券の売却による収入 3,042

投資有価証券の償還による収入 7,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△174

その他 △42

投資活動によるキャッシュ・フロー 290

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △14

自己株式の取得による支出 △9

配当金の支払額 △3,010

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,034

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,159

現金及び現金同等物の期首残高 18,176

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 191

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 16,208
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（１）連結の範囲の変更

第２四半期連結会計期間において、山田照明㈱の株式を新たに取得したため、連

結の範囲に含めております。

　  また、第２四半期連結会計期間において、㈱共和住器（非連結子会社）は　㈱サン

グリーン（連結子会社）に吸収合併されております。

 （２）変更後の連結子会社の数

２社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

　重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法による

原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、

主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法）により算定しております。

　　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益は、それぞれ188百万円減少しております。

　　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の

算定方法

　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著

しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見

積高を算定しております。

２．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　（役員退職慰労引当金）

　当社は、従来、役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しておりましたが、平成20年

６月26日開催の定時株主総会終結の時をもって役員退職慰労金制度を廃止いたしました。また、制度廃止時までの在任

期間を対象とした退職慰労金については、同株主総会で打切り支給を決議し、取締役及び監査役のそれぞれの退任時に

支給することとしました。

　これにより第１四半期連結会計期間において「役員退職慰労引当金」を取崩し、打切り支給額の未払分952百万円に

ついては、「長期未払金」に振替えて表示しております。

　なお、連結子会社については、役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく第３四半期末要支給額を計上して

おります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 26,817百万円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額 26,087百万円

２　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対し、債

務保証を行っております。

㈱コウン 139百万円

　２　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対

し、債務保証を行っております。

㈱コウン 158百万円

※３　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日

であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末残高に含まれております。 

受取手形 1,339百万円

支払手形 224　

──────

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

荷造運搬費 4,144百万円

見本帳費 1,506 

給料及び手当 5,576 

賞与引当金繰入額 448 

退職給付費用 213 

貸倒引当金繰入額 157 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

荷造運搬費 1,381百万円

見本帳費 502 

給料及び手当 1,577 

賞与引当金繰入額 448 

退職給付費用 71 

貸倒引当金繰入額 108 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定 13,276百万円

有価証券勘定のうちコマーシャルペーパー 3,997 

有価証券勘定のうち預入期間が３ヶ月以内の譲渡性預金 500 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,565    

現金及び現金同等物 16,208    

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平

成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  42,188,240株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  2,063,639株

３．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
 （百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 1,504 37.5平成20年３月31日平成20年６月27日利益剰余金

平成20年10月30日
取締役会

普通株式 1,504　 37.5平成20年９月30日平成20年12月１日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
インテリア
事業
（百万円）

エクステリ
ア事業
（百万円）

その他の事
業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                         

（1）外部顧客に対する売上
高

26,514 3,371 845 30,731 － 30,731

（2）セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － 0 0 △0 －

計 26,514 3,371 845 30,732 △0 30,731

営業利益（又は営業損
失）

1,956 73 △107 1,922 － 1,922

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
インテリア
事業
（百万円）

エクステリ
ア事業
（百万円）

その他の事
業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

（1）外部顧客に対する売上
高

76,445 9,674 1,795 87,915 － 87,915

（2）セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － 0 0 △0 －

計 76,445 9,674 1,795 87,916 △0 87,915

営業利益（又は営業損
失）

4,404 140 △188 4,357 12 4,370

 

（注）１．事業区分の方法

事業は、商品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

なお、平成20年７月に、照明器具販売事業を営む山田照明株式会社を第三者割当増資の引受により、当

社の子会社としており、照明器具販売事業を「その他の事業」として第２四半期連結会計期間より事業

区分に追加しております。　

２．各区分に属する主要な商品

インテリア事業・・・・ 壁装材、カーテン、床材等          

エクステリア事業・・・ 門扉、フェンス、カーポート、テラス等

その他の事業・・・・・ 照明器具等

３. 会計処理の方法の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）

を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の

「インテリア事業」の営業利益が188百万円減少しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　

平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外事務所がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　

平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。
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（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がありませんので、記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

  デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 2,880.96円 １株当たり純資産額 2,908.45円

　（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 115,597 116,714

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額（百万
円）

115,597 116,714

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期末（期
末）の普通株式の数（千株）

40,124 40,129

２．１株当たり四半期純利益金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 63.34円 １株当たり四半期純利益金額 26.45円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（百万円） 2,541 1,061

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 2,541 1,061

期中平均株式数（千株） 40,127 40,126
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（重要な後発事象）

　当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行ってお

りますが、当第３四半期連結累計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認め

られないため、記載を省略しております。

 

２【その他】

平成20年10月30日開催の取締役会において、当事業年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）の中間

配当を行うことを決議いたしました。

中間配当による配当金の総額　　　　　　　　 1,504百万円

１株当たりの金額 　　　　　　　　　　　　　　 37円50銭

支払請求の効力発生日及び支払開始日 　 平成20年12月１日

（注）  平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っており

ます。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

  平成２１年２月３日　

株 式 会 社 サ ン ゲ ツ  
 取 締 役 会　御中   

 
監査法人 ト ー マ ツ
　

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松 井 夏 樹　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 服 部 則 夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げら　　れてい

る株式会社サンゲツの平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の　　第３四半

期連結会計期間（平成２０年１０月１日から平成２０年１２月３１日まで）及び第３四半期　連結累計期

間（平成２０年４月１日から平成２０年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、　すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー　　　　計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、　　　当監査法人の責任は独立の立

場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して　　　四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任　　を有する者等

に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われて　　　おり、我が国におい

て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務　　　諸表の監査に比べ限定さ

れた手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において　　一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンゲツ及び　　　連結子会社

の平成２０年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計　　期間及び第３四

半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フロー　　の状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係　　はな

い。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その　　原本

は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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